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長
か
ら
の
繰
り
返
し
の
撤
去
指
示
に
長

期
間
対
応
し
な
か
っ
た
（
以
下
「
本
件

非
違
行
為
３
」
と
い
う
。）
を
理
由
に
、

６
月
の
停
職
処
分
を
受
け
た
柔
道
部
の

顧
問
か
ら
の
、
処
分
取
消
請
求
及
び
国

家
賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
認
容
し
た
原
審
に
対

し
、
懲
戒
処
分
は
裁
量
権
の
範
囲
を
逸

脱
・
濫
用
し
た
場
合
に
違
法
と
な
る
と

し
た
上
で
、
本
件
非
違
行
為
１
は
、
い

じ
め
を
認
識
し
た
公
立
学
校
の
教
職
員

の
対
応
と
し
て
、
法
令
等
に
明
ら
か
に

違
反
し
、
そ
の
職
の
信
用
を
著
し
く
失

墜
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
厳
し
い
非
難
は

免
れ
な
い
と
し
、本
件
非
違
行
為
２
は
、

校
長
の
職
務
命
令
は
正
当
で
あ
り
、
こ

れ
を
無
視
し
た
行
為
の
非
違
程
度
は
軽

視
で
き
ず
、
本
件
非
違
行
為
３
は
学
校

施
設
の
管
理
に
関
す
る
規
律
や
校
長
の

度
重
な
る
指
示
に
反
し
た
も
の
で
、
こ

れ
に
対
し
行
わ
れ
た
本
件
懲
戒
処
分

は
、
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の

と
は
見
ら
れ
な
い
と
し
、
原
審
判
決
を

取
り
消
し
、
請
求
を
棄
却
し
た
一
審
判

決
を
正
当
な
も
の
と
し
た
事
例
で
あ

る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
公
務
員
法
第
29
条

要旨：伊東　健次
判例情報

地方自治

公
務
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分

取
消
等
請
求
事
件

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷　

令
和
２
年

７
月
６
日
判
決　

平
成
31
年
（
行
ヒ
）

第
97
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

破
棄
自
判
、
行
政
勝
訴

原
審　

大
阪
高
等
裁
判
所　

平
成
30
年

11
月
９
日
判
決　

平
成
30
年
（
行
コ
）

第
51
号　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

一
審　

神
戸
地
方
裁
判
所　

平
成
30
年

３
月
27
日
判
決　

平
成
28
年
（
行
ウ
）

第
66
号

（
要
旨
）

市
立
中
学
校
柔
道
部
で
、
上
級
生
が

下
級
生
を
い
じ
め
に
よ
り
障
害
を
負
わ

せ
た
事
件
に
つ
き
、被
害
生
徒
に
対
し
、

医
師
の
診
断
を
受
け
る
際
に
、「
階
段

か
ら
転
ん
だ
こ
と
に
し
て
お
け
」
と
虚

偽
の
説
明
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
（
以

下
「
本
件
非
違
行
為
１
」
と
い
う
。）、

校
長
か
ら
の
出
場
を
禁
止
す
る
旨
の
職

務
命
令
に
従
わ
ず
、
加
害
生
徒
を
大
会

に
参
加
さ
せ
（
以
下
「
本
件
非
違
行
為

２
」
と
い
う
。）、
ま
た
、
部
活
動
で
使

用
し
て
い
た
構
内
の
設
置
物
に
係
る
校

第
１
項
、同
法
第
32
条
・

第
33
条
、
兵
庫
県
職
員

の
懲
戒
の
手
続
き
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
、

い
じ
め
対
策
推
進
法
第

８
条
、
同
法
第
12
条

【
参
照
判
例
】	

最
高
裁
判
所
第
三
小
法

廷
昭
和
52
年
12
月
20
日

判
決
（
民
集
31
巻
７
号

１
１
０
１
頁
）、
最
高

裁
判
所
第
一
小
法
廷
平

成
24
年
１
月
16
日
判
決

（
集
民
２
３
９
号

２
５
３
頁
）

判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

原
判
決
中
上
告
人
敗
訴
部
分
を
破
棄

す
る
。

前
項
の
部
分
に
つ
き
、
被
上
告
人
の

控
訴
を
棄
却
す
る
。

控
訴
費
用
及
び
上
告
費
用
は
被
上
告

人
の
負
担
と
す
る
。

〔
理　
　
　

由
〕
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応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」
な
ど

と
し
て
い
る
。

イ　

地
方
公
務
員
法
29
条
１
項
は
、

職
員
が
同
法
等
に
違
反
し
た
場
合
（
１

号
）、
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又

は
職
務
を
怠
っ
た
場
合
（
２
号
）
及
び

全
体
の
奉
仕
者
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
非
行
の
あ
っ
た
場
合
（
３
号
）
に
お

い
て
は
、
こ
れ
に
対
し
懲
戒
処
分
と
し

て
戒
告
、
減
給
、
停
職
又
は
免
職
の
処

分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て

い
る
。
ま
た
、
同
法
32
条
は
、
職
員
は
、

そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
っ
て
、

上
司
の
職
務
上
の
命
令
に
忠
実
に
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
、
同
法
33
条

は
、
職
員
は
、
そ
の
職
の
信
用
を
傷
つ

け
、
又
は
職
員
の
職
全
体
の
不
名
誉
と

な
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い

旨
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
。

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
38
年
兵
庫
県
条
例
第

31
号
。
以
下
「
本
件
懲
戒
条
例
」
と
い

う
。）
は
、減
給
は
、６
月
以
下
の
期
間
、

給
料
の
月
額
の
10
分
の
１
以
下
に
相
当

す
る
額
を
給
与
か
ら
減
ず
る
も
の
と
し

（
４
条
）、
停
職
は
、
そ
の
期
間
を
６
月

以
下
と
し
、
停
職
者
は
、
そ
の
職
を
保

有
す
る
が
職
務
に
従
事
せ
ず
、
停
職
の

期
間
中
い
か
な
る
給
与
も
支
給
さ
れ
な

い
も
の
と
し
て
い
る
（
５
条
）。

な
お
、
県
教
委
は
、
懲
戒
処
分
に
つ

い
て
の
処
分
基
準
を
定
め
て
い
な
い
。

（
２
）
ア　

被
上
告
人
は
、
昭
和
57

年
４
月
、
上
告
人
の
公
立
学
校
教
員
に

採
用
さ
れ
、
平
成
20
年
４
月
、
本
件
中

学
校
に
赴
任
し
て
、
教
諭
と
し
て
保
健

体
育
の
授
業
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、

柔
道
部
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
。
本
件

中
学
校
柔
道
部
は
、
被
上
告
人
の
指
導

の
下
、
多
く
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
、
全
国
優
勝
を
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
た
め
、
入
部
を
希
望
す
る
生
徒
は
多

く
、
親
元
を
離
れ
、
被
上
告
人
の
教
え

子
で
あ
っ
た
Ｆ
の
自
宅
に
下
宿
し
て
共

同
生
活
を
送
り
な
が
ら
本
件
中
学
校
に

通
う
部
員
も
い
た
。

イ　

柔
道
部
員
の
Ａ
、Ｂ
及
び
Ｃ
は
、

平
成
27
年
４
月
、
本
件
中
学
校
に
入
学

し
、３
年
生
で
同
部
の
主
力
選
手
の
Ｄ
、

２
年
生
の
Ｅ
ら
と
共
に
、
Ｆ
宅
に
下
宿

し
て
い
た
。
Ｄ
及
び
Ｅ
は
、
Ａ
、
Ｂ
及

び
Ｃ
に
対
し
、
そ
の
入
学
当
初
か
ら
日

常
的
に
、
自
ら
の
残
し
た
食
べ
物
等
を

食
べ
さ
せ
、
食
べ
切
れ
ず
に
嘔
吐
し
た

ら
暴
行
を
加
え
る
、
手
、
足
、
腹
等
に

香
水
を
か
け
、
気
化
し
た
香
水
に
ラ
イ

生
徒
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
と
思
わ

れ
る
と
き
は
、
適
切
か
つ
迅
速
に
こ
れ

に
対
処
す
る
責
務
を
有
す
る
旨
を
定
め

て
い
る
。

ま
た
、
同
法
12
条
は
、
地
方
公
共
団

体
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
当

該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
い
じ
め
の

防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な

方
針
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し

て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
上
告
人
及

び
姫
路
市
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
基
本
方

針
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
兵

庫
県
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
は
、「
い

じ
め
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
及
び
保

護
者
へ
の
支
援
」
と
し
て
、「
い
じ
め

を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
を
守
る
と
と

も
に
、
心
配
や
不
安
を
取
り
除
き
、
解

決
へ
の
希
望
や
自
分
に
対
す
る
自
信
を

持
た
せ
る
。」な
ど
と
し
て
い
る
。ま
た
、

姫
路
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
は
、「
い

じ
め
の
兆
候
を
発
見
し
た
時
は
、
こ
れ

を
軽
視
す
る
こ
と
な
く
、
早
期
に
適
切

な
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の
苦

痛
を
取
り
除
く
こ
と
を
最
優
先
に
迅
速

な
指
導
を
行
い
、
問
題
の
解
決
に
向
け

て
学
年
及
び
学
校
全
体
で
組
織
的
に
対

上
告
代
理
人
藤
原
正
廣
の
上
告
受
理

申
立
て
理
由
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
兵
庫
県
姫
路
市
の
市

立
中
学
校
（
以
下
「
本
件
中
学
校
」
と

い
う
。）
の
教
諭
で
あ
っ
た
被
上
告
人

が
、
顧
問
を
務
め
る
同
校
柔
道
部
（
以

下
、
単
に
「
柔
道
部
」
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。）
に
お
け
る
部
員
間
の
暴
力
行

為
を
伴
う
い
じ
め
の
事
実
を
把
握
し
な

が
ら
、
受
傷
し
た
被
害
生
徒
に
対
し
、

受
診
に
際
し
て
医
師
に
自
招
事
故
に
よ

る
旨
の
虚
偽
の
説
明
を
す
る
よ
う
指
示

し
た
こ
と
等
を
理
由
に
、
任
命
権
者
で

あ
る
兵
庫
県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
県

教
委
」
と
い
う
。）
か
ら
停
職
６
月
の

懲
戒
処
分
（
以
下
「
本
件
処
分
」
と
い

う
。）
を
受
け
た
た
め
、
本
件
処
分
は

重
き
に
失
す
る
な
ど
と
主
張
し
て
、
上

告
人
を
相
手
に
、
そ
の
取
消
し
を
求
め

る
と
と
も
に
、
国
家
賠
償
法
１
条
１
項

に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る
事
案
で

あ
る
。

２　

関
係
法
令
等
の
定
め
及
び
原
審

の
適
法
に
確
定
し
た
事
実
関
係
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
ア　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
８
条
は
、
学
校
及
び
学
校
の
教
職
員

は
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
又
は
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タ
ー
で
火
を
付
け
る
、
二
の
腕
等
を
エ

ア
ガ
ン
で
撃
つ
な
ど
の
暴
力
行
為
に
及

ん
で
い
た
。
こ
の
ほ
か
、
Ａ
、
Ｂ
及
び

Ｃ
は
、
Ｄ
及
び
Ｅ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
個
別

に
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
暴
力
を
受
け
て

い
た
。

ウ　

Ｄ
及
び
Ｅ
は
、同
年
７
月
７
日
、

本
件
中
学
校
内
に
お
い
て
、
柔
道
部
の

練
習
が
始
ま
る
前
の
午
前
７
時
頃
か

ら
、
こ
も
ご
も
、
Ａ
の
顔
面
を
殴
り
、

長
さ
約
１
ｍ
の
物
差
し
で
Ａ
の
頭
、
顔

及
び
身
体
を
10
回
以
上
た
た
き
、
平
手

で
顔
面
を
数
回
殴
打
し
た
ほ
か
、
み
ぞ

お
ち
を
数
回
蹴
る
な
ど
の
暴
行
を
加

え
、
Ａ
に
全
治
１
か
月
を
要
す
る
胸
骨

骨
折
を
含
む
傷
害
を
負
わ
せ
た（
以
下
、

こ
の
事
件
を
「
本
件
傷
害
事
件
」
と
い

う
。）。

エ　

本
件
傷
害
事
件
の
後
、
柔
道
部

副
顧
問
の
Ｇ
教
諭
に
問
い
た
だ
さ
れ
た

Ａ
は
、
階
段
か
ら
落
ち
た
な
ど
と
説
明

し
た
が
、
受
傷
状
況
等
か
ら
虚
偽
と
見

抜
か
れ
、
Ｄ
及
び
Ｅ
か
ら
暴
行
を
受
け

た
こ
と
を
認
め
た
。
Ｇ
教
諭
は
、
同
日

午
前
８
時
頃
に
は
被
上
告
人
に
連
絡

し
、
被
上
告
人
と
共
に
Ａ
の
受
傷
状
況

を
確
認
し
た
。
被
上
告
人
は
、
Ａ
を
一

旦
下
宿
先
に
帰
宅
さ
せ
た
後
、
Ｄ
及
び

傷
害
事
件
に
つ
い
て
姫
路
市
教
育
委
員

会
（
以
下
「
市
教
委
」
と
い
う
。）
に

報
告
す
る
と
と
も
に
、
第
１
回
校
内
い

じ
め
対
応
会
議
を
行
っ
た
。

キ　

被
上
告
人
は
、
本
件
傷
害
事
件

の
当
日
中
に
、
Ａ
、
Ｄ
及
び
Ｅ
の
各
保

護
者
に
連
絡
し
て
説
明
し
た
ほ
か
、
柔

道
部
員
を
集
め
て
本
件
傷
害
事
件
に
つ

い
て
伝
え
、
翌
日
か
ら
同
月
18
日
ま
で

柔
道
部
の
練
習
を
休
み
に
し
、
練
習
再

開
後
も
、
Ｄ
及
び
Ｅ
を
練
習
に
参
加
さ

せ
ず
、
校
内
の
ト
イ
レ
掃
除
等
の
奉
仕

活
動
を
さ
せ
た
。
ま
た
、被
上
告
人
は
、

Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ
の
各
保
護
者
に
対
し
、

本
件
傷
害
事
件
に
つ
い
て
報
告
し
、
こ

の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
こ
と
を
謝
罪

し
た
。

（
３
）
ア　

Ｈ
校
長
及
び
教
頭
は
、

平
成
27
年
７
月
10
日
、
被
上
告
人
に
対

し
、
本
件
傷
害
事
件
の
重
大
性
等
に
鑑

み
、
翌
日
に
行
わ
れ
る
中
播
地
区
総
合

体
育
大
会
に
Ｄ
及
び
Ｅ
が
出
場
す
る
こ

と
を
自
粛
す
る
よ
う
指
導
し
た
。
Ｄ
及

び
Ｅ
は
同
大
会
に
出
場
し
な
か
っ
た

が
、
本
件
中
学
校
柔
道
部
が
優
勝
し
、

兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
以
下

「
県
大
会
」
と
い
う
。）
へ
の
出
場
資
格

を
得
た
。

Ｅ
か
ら
事
情
を
聴
取
し
、
本
件
傷
害
事

件
の
経
緯
と
加
害
行
為
の
詳
細
並
び
に

Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ
に
対
す
る
継
続
的
な
暴

力
行
為
の
内
容
を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
た

上
、そ
の
コ
ピ
ー
を
Ｇ
教
諭
に
渡
し
た
。

オ　

Ｆ
の
妻
は
、
Ａ
の
様
子
を
見
て

整
形
外
科
を
受
診
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
、
同
日
午
後
３
時
頃
に
Ａ
を
連

れ
て
本
件
中
学
校
に
赴
い
た
。
被
上
告

人
は
、
Ａ
が
受
診
す
る
こ
と
を
了
承
し

た
が
、
Ａ
及
び
Ｇ
教
諭
に
対
し
、「
階

段
か
ら
転
ん
だ
こ
と
に
し
て
お
け
。」

と
述
べ
、
Ａ
に
は
「
分
か
っ
た
な
。」

と
念
を
押
す
と
と
も
に
、
懇
意
の
医
師

に
連
絡
す
る
と
告
げ
た
上
、
同
医
師
に

電
話
を
か
け
、
階
段
で
転
ん
だ
生
徒
が

こ
れ
か
ら
向
か
う
と
伝
え
た
。
Ａ
は
、

同
日
午
後
５
時
頃
に
受
診
し
、
Ａ
及
び

Ｇ
教
諭
は
、
同
医
師
に
階
段
で
転
ん
で

け
が
を
し
た
旨
の
説
明
を
し
た
。
同
医

師
は
、
Ａ
の
症
状
に
つ
き
全
治
１
か
月

を
要
す
る
胸
骨
骨
折
と
診
断
し
た
。

カ　

Ｇ
教
諭
は
、同
日
午
後
６
時
頃
、

学
年
全
体
の
生
徒
指
導
担
当
の
教
諭
に

本
件
傷
害
事
件
を
報
告
し
、
Ｈ
校
長
も

同
教
諭
か
ら
伝
達
さ
れ
た
教
頭
を
通
じ

て
報
告
を
受
け
た
。

本
件
中
学
校
は
、
同
月
９
日
、
本
件

イ　

そ
の
後
、
Ｈ
校
長
は
、
柔
道
部

の
保
護
者
会
、
Ａ
、
Ｄ
及
び
Ｅ
の
各
保

護
者
と
の
話
合
い
等
に
お
い
て
、
今
後

の
試
合
に
Ｄ
を
出
さ
な
い
と
発
言
し
た

が
、
自
身
も
柔
道
経
験
者
で
あ
る
Ａ
の

父
が
反
対
し
、
Ｄ
を
試
合
に
出
し
て
ほ

し
い
と
訴
え
た
。
Ｈ
校
長
は
、
結
局
、

Ｄ
の
県
大
会
へ
の
出
場
を
認
め
、
本
件

中
学
校
柔
道
部
は
同
大
会
で
準
優
勝

し
、
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
以

下
「
近
畿
大
会
」
と
い
う
。）
へ
の
出

場
資
格
を
得
た
。

ウ　

Ｈ
校
長
は
、
近
畿
大
会
に
出
場

す
る
選
手
と
し
て
Ｄ
を
登
録
す
る
こ
と

を
一
旦
了
承
し
た
が
、
同
月
29
日
、
市

教
委
か
ら
Ｄ
を
近
畿
大
会
に
出
場
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
と
の
指
示
を
受
け
、
被

上
告
人
に
対
し
、
職
務
命
令
と
し
て
、

Ｄ
を
出
場
さ
せ
な
い
よ
う
伝
え
た
。
こ

れ
に
対
し
、
被
上
告
人
は
、
県
大
会
は

出
場
で
き
て
近
畿
大
会
が
な
ぜ
出
場
で

き
な
い
の
か
、
納
得
で
き
な
い
な
ど
と

反
発
し
た
。

被
上
告
人
は
、
同
年
８
月
４
日
、
上

記
職
務
命
令
に
従
わ
ず
、
近
畿
大
会
の

団
体
戦
に
Ｄ
を
出
場
さ
せ
、
本
件
中
学

校
柔
道
部
が
優
勝
し
た
。
Ｇ
教
諭
か
ら

報
告
を
受
け
て
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
Ｈ
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校
長
は
、
被
上
告
人
に
対
し
、
Ｄ
を
出

場
さ
せ
た
の
は
残
念
で
あ
る
旨
を
伝
え

た
が
、
被
上
告
人
は
、
い
じ
め
で
あ
れ

ば
何
で
も
出
場
辞
退
さ
せ
る
の
か
、
処

分
や
指
導
は
覚
悟
の
上
だ
、
自
分
は
命

懸
け
で
や
っ
て
い
る
な
ど
と
抗
議
し

た
。（

４
）
ア　

被
上
告
人
が
本
件
中
学

校
に
赴
任
し
た
後
、柔
道
部
の
た
め
に
、

卒
業
生
や
保
護
者
等
か
ら
洗
濯
機
、
乾

燥
機
、
冷
蔵
庫
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

等
（
以
下
「
本
件
物
品
」
と
い
う
。）

が
寄
贈
さ
れ
、
校
内
に
設
置
さ
れ
て
い

た
ほ
か
、
地
元
企
業
か
ら
は
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ハ
ウ
ス
が
寄
贈
さ
れ
た
が
、
平
成

24
年
４
月
に
本
件
中
学
校
に
赴
任
し
た

Ｈ
校
長
は
、
当
時
は
学
校
運
営
に
支
障

が
な
い
と
判
断
し
、
被
上
告
人
に
撤
去

を
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

イ　

Ｈ
校
長
は
、
平
成
26
年
12
月
以

降
、
被
上
告
人
に
対
し
、
本
件
物
品
の

撤
去
を
複
数
回
指
示
し
た
が
、
被
上
告

人
は
そ
の
後
も
新
た
な
物
品
を
搬
入
し

た
。
被
上
告
人
は
、
寄
贈
者
に
説
明
し

て
了
解
を
得
る
た
め
平
成
27
年
９
月
頃

ま
で
撤
去
を
待
っ
て
ほ
し
い
旨
及
び
校

長
か
ら
も
寄
贈
者
に
説
明
を
し
て
ほ
し

い
旨
を
申
し
出
た
が
、
Ｈ
校
長
は
こ
れ

被
害
生
徒
の
受
診
時
に
「
階
段
か
ら
転

ん
だ
こ
と
に
し
て
お
け
。」
と
、
虚
偽

の
説
明
を
す
る
よ
う
指
示
し
（
以
下
、

こ
の
こ
と
を
「
本
件
非
違
行
為
１
」
と

い
う
。）、
同
年
８
月
４
日
、
加
害
生
徒

の
近
畿
大
会
へ
の
出
場
を
禁
止
す
る
旨

の
校
長
の
職
務
命
令
に
従
わ
ず
同
生
徒

を
出
場
さ
せ
た
（
以
下
、
こ
の
こ
と
を

「
本
件
非
違
行
為
２
」と
い
う
。）。ま
た
、

部
活
動
で
使
用
し
て
い
た
校
内
の
設
置

物
に
係
る
校
長
か
ら
の
繰
り
返
し
の
撤

去
指
示
に
長
期
間
対
応
し
な
か
っ
た

（
以
下
、
こ
の
こ
と
を
「
本
件
非
違
行

為
３
」
と
い
う
。）。

（
６
）
市
教
委
は
、
平
成
28
年
４
月

１
日
、
被
上
告
人
に
つ
い
て
、
姫
路
市

の
他
の
市
立
中
学
校
へ
の
配
置
換
え
を

し
た
。
被
上
告
人
は
、
本
件
処
分
に
係

る
停
職
期
間
が
満
了
す
る
前
の
同
年
６

月
30
日
を
も
っ
て
辞
職
し
た
。

３　

原
審
は
、
上
記
事
実
関
係
等
の

下
に
お
い
て
、
要
旨
次
の
と
お
り
判
断

し
、
本
件
処
分
の
取
消
請
求
を
認
容
す

る
と
と
も
に
、
国
家
賠
償
請
求
を
一
部

認
容
し
た
。

（
１
）
ア　

Ａ
を
診
察
し
た
医
師
が
、

Ａ
及
び
Ｇ
教
諭
に
よ
る
虚
偽
の
説
明
を

た
や
す
く
信
用
し
た
と
は
考
え
難
く
、

こ
れ
に
よ
り
Ａ
が
適
切
な
治
療
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
認
め
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
被
上
告
人
が
、
Ｇ
教

諭
に
対
し
、
本
件
傷
害
事
件
に
つ
い
て

Ｈ
校
長
等
に
報
告
す
る
こ
と
を
妨
げ
る

よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
な
ど
の
事
情
は

認
め
ら
れ
ず
、
本
件
非
違
行
為
１
は
、

本
件
中
学
校
と
し
て
の
組
織
的
対
応
に

支
障
を
来
す
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
非

違
行
為
１
の
悪
質
性
の
程
度
が
そ
れ
ほ

ど
高
い
と
は
い
い
難
い
。

イ　

本
件
非
違
行
為
２
に
つ
い
て

は
、
一
旦
は
Ｄ
の
近
畿
大
会
へ
の
出
場

を
認
め
な
が
ら
こ
れ
を
撤
回
し
た
Ｈ
校

長
の
一
貫
性
を
欠
く
指
示
に
容
易
に
納

得
で
き
な
か
っ
た
被
上
告
人
の
心
情
に

も
理
解
し
得
る
側
面
が
な
い
で
は
な

い
。
ま
た
、
被
上
告
人
に
は
３
年
生
の

Ｄ
に
と
っ
て
最
後
の
大
き
な
大
会
と
な

る
近
畿
大
会
に
は
出
場
さ
せ
て
や
り
た

い
と
の
思
い
も
あ
っ
た
こ
と
、
被
害
生

徒
で
あ
る
Ａ
の
保
護
者
等
が
Ｄ
の
出
場

を
支
持
し
て
い
た
こ
と
等
、
酌
む
べ
き

事
情
も
あ
る
。

ウ　

本
件
非
違
行
為
３
に
つ
い
て

は
、
本
件
物
品
を
撤
去
す
る
に
は
寄
贈

者
ら
に
対
す
る
説
明
等
が
必
要
で
あ

に
応
じ
な
か
っ
た
。
Ｈ
校
長
は
、
本
件

傷
害
事
件
後
も
複
数
回
に
わ
た
り
撤
去

を
指
示
し
た
が
、
洗
濯
機
１
台
が
撤
去

さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

ウ　

市
教
委
は
、
そ
の
後
、
本
件
物

品
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
に
つ
き

学
校
の
備
品
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
物

と
し
て
指
摘
し
、
教
育
長
は
、
同
年
10

月
20
日
付
け
で
、
施
設
管
理
に
係
る
改

善
指
示
書
を
Ｈ
校
長
に
交
付
し
た
。
被

上
告
人
は
、
同
指
示
書
に
お
い
て
期
限

と
さ
れ
た
同
年
11
月
20
日
ま
で
に
本
件

物
品
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
撤

去
し
た
。

（
５
）
県
教
委
は
、
相
応
の
処
分
を

求
め
る
旨
の
市
教
委
か
ら
の
内
申
を
受

け
、
平
成
28
年
２
月
23
日
、
地
方
公
務

員
法
29
条
１
項
及
び
本
件
懲
戒
条
例
５

条
の
規
定
に
よ
り
、
懲
戒
処
分
と
し
て

被
上
告
人
を
同
月
24
日
か
ら
６
月
間
停

職
と
す
る
旨
の
本
件
処
分
を
し
た
。
被

上
告
人
に
交
付
さ
れ
た
処
分
説
明
書
に

は
、
懲
戒
理
由
と
し
て
、
被
上
告
人
が

以
下
の
行
為
を
し
た
旨
の
記
載
が
あ

る
。平

成
27
年
７
月
７
日
、
顧
問
を
務
め

る
柔
道
部
の
部
員
間
の
暴
力
行
為
を
伴

う
い
じ
め
の
事
実
を
把
握
し
な
が
ら
、
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り
、
直
ち
に
撤
去
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
と
い
い
得
る
上
、
被
上
告
人
か

ら
寄
贈
者
に
対
す
る
説
明
等
を
行
う
こ

と
を
求
め
ら
れ
な
が
ら
こ
れ
に
応
じ
よ

う
と
し
な
か
っ
た
Ｈ
校
長
の
対
応
に
も

問
題
が
あ
る
な
ど
、
被
上
告
人
に
も
酌

む
べ
き
事
情
が
あ
る
。

（
２
）
県
教
委
は
、
懲
戒
処
分
に
つ

い
て
の
処
分
基
準
を
定
め
な
い
ま
ま
、

処
分
を
11
段
階
（
減
給
及
び
停
職
に
つ

い
て
は
各
３
段
階
の
み
）
に
画
一
的
に

区
分
し
て
、
何
ら
か
の
加
重
を
す
る
場

合
に
は
直
ち
に
上
位
に
区
分
す
る
方
法

を
採
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
方
法
が

合
理
的
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
し

て
、
本
件
非
違
行
為
１
は
減
給
が
相
当

で
あ
り
、
こ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
戒
告
が
相

当
で
あ
る
本
件
非
違
行
為
２
及
び
３
を

併
合
し
、
か
つ
、
被
上
告
人
に
は
生
徒

へ
の
体
罰
に
よ
り
減
給
（
10
分
の
１
）

１
月
の
懲
戒
処
分
を
受
け
た
前
歴
が
あ

る
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、
減
給
よ
り
は

る
か
に
重
い
処
分
で
あ
る
停
職
を
選
択

す
る
こ
と
自
体
、
社
会
通
念
上
裁
量
権

の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
と
い
う
ほ
か

な
く
、
ま
し
て
、
免
職
に
次
い
で
重
い

停
職
６
月
と
す
る
こ
と
が
、
県
教
委
の

合
理
的
な
裁
量
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の

柔
道
部
の
顧
問
と
し
て
、
同
事
件
を
機

に
こ
れ
ら
の
事
実
を
把
握
し
な
が
ら
、

Ａ
及
び
Ｇ
教
諭
に
対
し
、
受
診
に
際
し

て
医
師
に
自
招
事
故
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
の
事
実
と
異
な
る
受
傷
経
緯
を
説

明
す
る
よ
う
指
示
し
た
上
、
自
ら
も
医

師
に
連
絡
し
て
虚
偽
の
説
明
を
す
る
な

ど
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
被
上
告
人

の
言
動
は
、
柔
道
部
が
大
会
を
目
前
に

控
え
て
い
る
状
況
の
下
、
そ
の
活
動
に

支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
、
主
力
選

手
ら
に
よ
る
不
祥
事
が
明
る
み
に
出
る

こ
と
を
免
れ
よ
う
と
す
る
意
図
を
う
か

が
わ
せ
、
Ａ
及
び
Ｇ
教
諭
に
は
、
部
員

又
は
副
顧
問
と
し
て
こ
れ
に
沿
っ
た
行

動
を
と
る
よ
う
命
ず
る
も
の
と
受
け
取

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

被
害
生
徒
で
あ
る
Ａ
の
心
情
へ
の
配
慮

を
欠
き
、
ま
た
、
Ｇ
教
諭
が
校
長
等
に

報
告
す
る
こ
と
を
暗
に
妨
げ
る
も
の
と

も
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
生
徒
の
心
配
や

不
安
、
苦
痛
を
取
り
除
く
こ
と
を
最
優

先
と
し
て
適
切
か
つ
迅
速
に
対
処
す
る

と
と
も
に
、
問
題
の
解
決
に
向
け
て
学

校
全
体
で
組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と
を

求
め
る
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
や
兵

庫
県
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
等
に
反
す

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

４　

し
か
し
な
が
ら
、
原
審
の
上
記

判
断
は
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
公
務
員
に
対
す
る
懲
戒
処
分

に
つ
い
て
、
懲
戒
権
者
は
、
諸
般
の
事

情
を
考
慮
し
て
、
懲
戒
処
分
を
す
る
か

否
か
、
ま
た
、
懲
戒
処
分
を
す
る
場
合

に
い
か
な
る
処
分
を
選
択
す
る
か
を
決

定
す
る
裁
量
権
を
有
し
て
お
り
、
そ
の

判
断
は
、
そ
れ
が
社
会
観
念
上
著
し
く

妥
当
を
欠
い
て
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱

し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
、
違
法
と
な
る
も
の
と
解

さ
れ
る
（
最
高
裁
昭
和
47
年
（
行
ツ
）

第
52
号
、
同
52
年
12
月
20
日
第
三
小
法

廷
判
決
・
民
集
31
巻
７
号
１
１
０
１
頁
、

最
高
裁
平
成
23
年
（
行
ツ
）
第
２
６
３

号
、
同
年
（
行
ヒ
）
第
２
９
４
号
、
同

24
年
１
月
16
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
裁

判
集
民
事
２
３
９
号
２
５
３
頁
等
参

照
）。

（
２
）
ア　

Ａ
は
、
柔
道
部
の
上
級

生
で
あ
る
Ｄ
及
び
Ｅ
に
よ
る
継
続
的
な

い
じ
め
の
被
害
に
遭
い
、
さ
ら
に
、
本

件
傷
害
事
件
に
よ
り
明
ら
か
な
傷
害
を

負
う
に
至
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
被

上
告
人
は
、
本
件
中
学
校
の
教
諭
及
び

る
重
大
な
非
違
行
為
で
あ
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
Ａ
は
重
い
傷

害
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
医

師
に
よ
る
適
切
な
診
断
及
び
治
療
を
受

け
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
被
上
告
人
の

上
記
言
動
は
、
医
師
に
実
際
の
受
傷
経

緯
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
妨
げ
、
誤
っ

た
診
断
や
不
適
切
な
治
療
が
行
わ
れ
る

お
そ
れ
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
Ａ

が
誤
っ
た
診
断
等
を
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
ま
た
、
Ｇ
教
諭
が
報
告
し
た
こ
と

に
よ
り
本
件
中
学
校
等
に
お
け
る
組
織

的
な
対
応
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
被
上
告
人
の
上
記

言
動
が
重
大
な
非
違
行
為
で
あ
る
こ
と

が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
被
上
告
人
に
よ
る
本

件
非
違
行
為
１
は
、
い
じ
め
の
事
実
を

認
識
し
た
公
立
学
校
の
教
職
員
の
対
応

と
し
て
、
法
令
等
に
明
ら
か
に
反
す
る

上
、
そ
の
職
の
信
用
を
著
し
く
失
墜
さ

せ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

厳
し
い
非
難
は
免
れ
な
い
。

イ　

ま
た
、
本
件
傷
害
事
件
や
そ
れ

ま
で
の
一
連
の
い
じ
め
に
お
け
る
Ｄ
の

行
為
は
重
大
な
非
行
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
行
為
に
及
ん
だ
Ｄ
に
つ
い
て
、
教
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育
的
見
地
か
ら
、
柔
道
部
員
と
し
て
対

外
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
こ

と
は
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
も
相
当

で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
近
畿
大
会

が
３
年
生
の
Ｄ
に
と
っ
て
最
後
の
大
き

な
大
会
と
な
る
こ
と
や
、
被
害
生
徒
で

あ
る
Ａ
の
保
護
者
等
が
Ｄ
の
出
場
を
支

持
し
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
異
な

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｈ
校
長
が
Ｄ

を
近
畿
大
会
に
出
場
さ
せ
な
い
よ
う
被

上
告
人
に
命
じ
た
こ
と
は
、
職
務
命
令

と
し
て
正
当
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
り
、
こ
れ
に
従
わ
ず
Ｄ
を
同
大
会
に

出
場
さ
せ
た
被
上
告
人
に
よ
る
本
件
非

違
行
為
２
は
、
本
件
傷
害
事
件
等
の
重

大
性
を
踏
ま
え
た
適
切
な
対
応
を
と
る

こ
と
な
く
、
校
長
に
よ
る
職
務
命
令
に

反
し
て
ま
で
柔
道
部
の
活
動
や
加
害
生

徒
で
あ
る
Ｄ
の
利
益
等
を
優
先
さ
せ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
非
違
の
程
度
は

軽
視
で
き
な
い
。

ウ　

さ
ら
に
、本
件
非
違
行
為
３
は
、

柔
道
部
が
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
る
た
め

に
、
学
校
施
設
の
管
理
に
関
す
る
規
律

や
校
長
の
度
重
な
る
指
示
に
反
し
た
も

の
で
あ
り
、
本
件
非
違
行
為
１
及
び
２

と
共
に
、
生
徒
の
規
範
意
識
や
公
正
な

判
断
力
等
を
育
む
べ
き
立
場
に
あ
る
公

に
、
本
件
非
違
行
為
１
を
最
も
重
大
な

も
の
と
し
て
そ
の
処
分
の
量
定
を
選
択

し
た
上
、
本
件
非
違
行
為
２
及
び
３
の

存
在
等
を
加
重
事
由
と
し
て
最
終
的
な

処
分
の
量
定
を
決
定
す
る
こ
と
も
、
そ

れ
自
体
が
不
合
理
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
。そ

し
て
、
本
件
処
分
は
、
本
件
懲
戒

条
例
の
下
で
は
免
職
に
次
ぐ
相
当
に
重

い
処
分
で
あ
り
、
ま
た
、
処
分
の
量
定

に
関
す
る
上
告
人
の
主
張
に
は
、
個
々

の
加
重
事
由
の
考
慮
方
法
が
形
式
的
に

過
ぎ
る
な
ど
、
直
ち
に
首
肯
し
難
い
点

も
あ
る
も
の
の
、
前
記
の
よ
う
な
一
連

の
各
非
違
行
為
の
非
違
の
程
度
等
を
踏

ま
え
る
と
、
被
上
告
人
に
対
す
る
処
分

に
つ
い
て
、
県
教
委
が
停
職
６
月
と
い

う
量
定
を
選
択
し
た
こ
と
が
、
社
会
観

念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
く
も
の
で
あ
る

と
ま
で
は
い
え
ず
、県
教
委
の
判
断
が
、

懲
戒
権
者
に
与
え
ら
れ
た
裁
量
権
の
範

囲
を
逸
脱
し
、
又
は
こ
れ
を
濫
用
し
た

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
４
）
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
処
分

が
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な

も
の
で
あ
る
と
し
た
原
審
の
判
断
に

は
、
懲
戒
権
者
の
裁
量
権
に
関
す
る
法

令
の
解
釈
適
用
を
誤
っ
た
違
法
が
あ
る

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

５　

以
上
の
と
お
り
、
原
審
の
判
断

に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

明
ら
か
な
法
令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨

は
理
由
が
あ
り
、
原
判
決
中
上
告
人
敗

訴
部
分
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。そ
し
て
、

前
記
事
実
関
係
等
の
下
に
お
い
て
は
、

本
件
処
分
に
そ
の
他
の
違
法
事
由
も
見

当
た
ら
ず
、
被
上
告
人
の
請
求
は
い
ず

れ
も
理
由
が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
こ
れ
ら
を
棄
却
し
た
第
１
審
判
決

は
正
当
で
あ
る
か
ら
、
上
記
部
分
に
つ

き
被
上
告
人
の
控
訴
を
棄
却
す
べ
き
で

あ
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見

で
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

（
裁
判
長
裁
判
官　

木
澤
克
之　

裁

判
官　

池
上
政
幸　

裁
判
官　

小
池
裕

裁
判
官　

山
口
厚　

裁
判
官　

深
山
卓

也
）

立
学
校
の
教
職
員
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

行
為
と
し
て
看
過
し
難
い
も
の
と
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

エ　

以
上
の
と
お
り
、
本
件
処
分
の

理
由
と
さ
れ
た
一
連
の
各
非
違
行
為

は
、
そ
の
経
緯
や
態
様
等
に
お
い
て
強

い
非
難
に
値
す
る
も
の
と
い
う
ほ
か
な

く
、
こ
れ
が
本
件
中
学
校
に
お
け
る
学

校
運
営
や
生
徒
へ
の
教
育
、
指
導
等
に

及
ぼ
す
悪
影
響
も
軽
視
で
き
な
い
上
、

上
告
人
や
姫
路
市
の
公
立
学
校
に
お
け

る
公
務
へ
の
信
頼
を
も
損
な
わ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
非
違
行
為
と
し
て
の
程
度

は
重
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
方

で
、
原
審
が
被
上
告
人
の
た
め
に
酌
む

べ
き
事
情
と
し
て
指
摘
す
る
点
は
、
必

ず
し
も
そ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
こ
れ
を
殊
更
に
重
視
す
る

こ
と
は
相
当
で
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。（

３
）
県
教
委
は
、
懲
戒
処
分
に
つ

い
て
の
処
分
基
準
を
定
め
て
お
ら
ず
、

処
分
を
11
段
階
に
区
分
し
、
減
給
及
び

停
職
に
つ
い
て
は
各
３
段
階
と
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に

よ
り
適
切
な
処
分
の
量
定
の
選
択
が
妨

げ
ら
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
上
告
人
の
主
張
す
る
よ
う


